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資 料

機 械 耕 転 に よ る畑 深 耕 の 効果

箱 石 正

（ 東 京 農 大 ）

中 、大 型 トラクタ ーを基幹 とす る機 械 力 の導 入 は 、労 働 生 産性 の 向上 を 目的 とす る もの で あ る が、土

襲管理の面忙 も多 くの間置 を凍起 し、且その解答を要求 して いる。深耕 もその一 つであ る。従 来人力乃

至畜力で行われて来た深耕 は一「 般に長期忙わた る連 続的 な努力の結果 、作土の量を漸進的忙増加せ しめ、

平 行 して収 量 も高 め られて来 た もの であ ると考 え るこ とが出来 る。 ところ が機 械力 の導 入 の結果 は －一考

に深耕 す る こ とが可能 に な り、叉従 来 の観 念 で は深 耕 と され る様 な耕 深 が普通 の もの とな り、作物 の要

求 、肥培管理の方法等 と無 関係 に新 しい土襲条件が作 られた。

その結果は深耕 の横塩的 な効果 も大 きいが消極的 な面 も拡大 され て来た 。

深耕 の積極的 な面は要約すれば板 の情動領域 を拡大 して糞水分†こ対す る土壌 の Ca p a C i ty を増大

す ることで あ り、 消樋 的 な 面は 下層土 が養 分 Fこ貧 し く理 化 学性 が不 長 で あ る場 合 それ を混 入す る ことに

ょ り作 土 が痺 薄 劣 感 化 す る点 であ る。

同質の作土が量（厚 さ ）のみを異に して存在す る場 合は、た とえば第 1 衰 の如き結果 が得 られ る。漸

進的忙下層土 の不 展性 を消去 しなが ら作土 の量を増 して行 つた場合 はこれと似た結果 が得 られ るであろ

う。一方機械力 によつて一挙 に深耕 された場 合 、新 しく得 られた作土は混 入 した鋤 床層及下層土 の性質

によつて異 るが、 もとの作 土 と舶 、な り性 状 の ちが つた ものが作 られ る こ とに なるの で 、単 に耕 深 と作

物の収量の関係 で もつて結論 づ けることは適 当でない。深耕 は直摸 には土壌条件 に変化を与 え、その結

果が作物に反映 す るのであ るか ら、第 一檻 は処理の方法（ 普通耕 、深耕 、心土耕等 ）と軽度（耕起 の深

さ、砕土 の橿度等 ）の差 が土壌条件忙如何 なる差異を生ず るかを明 らか 忙 し、次に土壌条件 を構成 す る

個 の々要素（例 えば大孔堵 、有 効水分 、塩基等 の量及垂直分布 ）忙ついてその変異 が作物 に如何 に反映

するかを明 らか に しなければな らない。その結果 は土壌断 面の調査記載か らその土壌 にお ける深耕 の効

果を推察 し、文教果的 な深耕の方法に ついて指示を与 え ることが出来 る。

第 1考 作土の厚 さと収 量（ 指数 ）

（厨 川 ）

＊ 期間中 2 回 1 時的 な萎調 が認 められた 。

＊＊ 初 期生育は 5 c閃区 より良好で あつた が、中期以降数回 1 時的萎調を反覆 し著 し く生育

が劣った。

柑＊ 期間を通 じて著 しい土壌乾燥は静 め られなか つた 。

作 土の厚 き

燕　　　　　 麦 陸　　　　　　 稲

稗　　 重 子 葉 重 梓　　 重 子 実 重

5 c耶 7 0 ＊ 7 0 つl 1 1 2 9　 3

1 5 （訊 1 0 0 1 0 0 1 0 0　 榊 1 0 0　 榊

3 0 cm ＊榊 1 3 0 1 1 8 1 7 2 1 6 0
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東北農試 では東北 地域にお ける連絡試験 と しで佃深耕 の問題を とりあげ東北 6 県農業試験場 と共 同で

試験 を実 施 中 であ る。 こ ゝにその初 年度 の結果 を簸 げ 、畑深 耕 に 関す る論 議 に資 そ うとす る もの であ る。

試 験 の 方 法 及 び 結 果

母機 、堆 横様式を異 忙す る郡山 、最上 、豊島 、古間木 、奥中山 の 5 試験地 で普通耕（ 現在 の作土 の深

さに耕起 ）深耕（ 中型ホイル トラクタ ーに よ り概ね 3 0 cm に耕起 ）深耕土壌改良（ 同前、耕起の深 さに

対す る中和量の石灰 と、 1 0 a 当 1 0 0 時の塘燐を各光 量を耕起前に残量を砕土前Fこ撒布混和 ）の三処

理に（ いて各 々標肥・多肥 、堆肥施 用の有無、そ組 合わ せ、馬鈴薯 一小麦 － を作付 けた。

試験地土壌の処理前の断 面及理化学性は第 1図及第 2 表第 3 表の如 くであ つた。

郡 山 ：沖積土壌 と考 えられ る。 4 7 cm以 下は極めてち密 であるが、 1．2 層 は膨軟 で大孔隙 に富み、腐

植含量は少 く、燐酸吸収系数は低 い。 1．2 層の燐酸は豊富 であ るが酸性はか なり強 く塩基に乏 しい。

最上 ：第 3 紀層の非 固 給 水 成 岩を基盤 と し、その上 に火山灰の影響 を うけた堆積物があ ると考 えら

れる。 3 5 cm以 下は極 めてち密であ るが、 1．2 層は膨軟 であ る。腐植含量多 く、僻 吸収係 数吐頗 る高

い、有効態燐酸 は著 しく乏 しい、 2 層以 下は酸性 が極 めて強 く塩基に乏 しい。

豊 島 ：洪積層 の非固給水 成岩 を母機 とす る河成水棲物 に由来す る土壌 と考 え られ るが、表層 は火山性

の混 入 物 の影響 を うけて い る もの と思 われ る。 1 層（ 作土 ）は膨 軟 であ るが 2 層 はや ゝち密 であ り、型

底盤 が形成 され て い ると考 え られ る 。 4 5 珊以 下は極 め てち密 で あ る。 3 層 までは腐 植 含量 が多 い 。

第 1 図 試験 地土壌の断面
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郡　 山
色 土 性

礫

（％ ）

腐 植

（％ ）

ち賓 度

（孤珊）
構　 造

7 ．5 Y R
ちセ

L iC （5 ．4 ）3 （5．4 ）H l b l G n

7 ．5 Y R
叫 z L i C （4 ．8 ）2 （1 6 ．4 ）H 2 b l G n

7．5 Y R
シ 岳

L iC （2 ．4 ）2 （1 9．2 ）H 3 b l

7 ．5 Y R ％

〉く
7 ．5 Y R 叫 ；

L iC （1．7 ）1 （2 6 ．3 ）H 4 M s

7．5 Y R 6／う

〉く
7 ．5 Y R りも

H　 C （0 ．8 ）0 （2 5 ．8 ）H 4 M s
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最　 上
色 土 性

礫

（％ ）

腐 植

（％ ）

ち密 度

（珊耽）
構　 造

叫．f

2 ．5 Y R ％ S i C
（1．6 ）

O k a －1
（1 8 ．7 ）4 （1 1．4 ）H 2 b l G n

2 ．5 Y R ％ S iC （1 7．8 ）4 （2 1．0 ）H 3 b l G n

2，5 Y R ちう S i C （ 7．3 ）3 （2 1．6 ）甲3

2．5 Y R ％ S i C （ 1．9 ）1 （2 4．1 ）H 3 M s

2，5 Y R ％ S　 L

（7 2．3 ）

O k 芸 ）5 （ 2．2 ）2

豊　 島
色 土 性

礫

（％ ）

腐 植

（％ ）

ち密 度

（前祝 ）
構　 造

1 0 ．O Y R む ち S iC （1 3こ3 ）4 （1 7．3 ）H 2 b l G n

1 0 ．O Y R 叫 S iC （1 3．1 ）4 （2 3．7 ）H 3 p d

1 0 ．O Y R 叫 S i C （ 9 ．7 ）3 （2 1．9 ）H 3 M s

1 0 ．O Y R ％ H　 C （ 1．8 ）1 （2 4 ．0 ）H 3 M s

古 間木
色 土 性

礫

（％ ）

腐 楓

（％ ）

ち密 度

（訊耽）
構　 造

1 0 ．O Y R 叫 S　 L （ 9 ．3 ）3 （1 7．0 ）H 2 G n

1 0 ．O Y R レ 1 S　 L （ 9 ．6 ）3 （2 0．7 ）H 3 G n

1 0 ．O Y R ろ勺 F S L
（5 ．8 ）

k a ／ニー召
（ 6 ．0 ）3 （1 9．6つH 3 S n

1 0 ．O Y R ち1； L F S
（9 ．1 ）

k a 」 2
（ 2 ．7 ）2 （2 4．3 ）H 3

1 0 ．O Y R 王鴫 F S L （ 0 ．8 ）0 （2 7．0 ）H 4

奥 中 山
色 土 性

礫

（％ ）

腐 植

（％ ）

1
ち 密 度

（訊彿）

構　 造

1 0 ．O Y R む 互 L （ 1 0 ．3 ）4 （ 1．5 ）H l G n

1 0 ．O Y R シ 包 L （1 0 ．3 ）4 （2 2 ．3 ）H 3 p d

1 0 ．O Y R シ 左 L F S （ 3 ．1 ）2 （2 1 ．0 ）H 3 M s

1 0 ．O Y R 4 ぺ L F S （ 2．9 ）2 （2 1 ．8 ）H 3 M s

7 ．5 Y R ％ C　 L （ 1 ．6 ）1 （1 8 ．9 ）H 3 M s

C　 L （ 0 ．9 ）0 M s
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第2衰 〔試験 地土壌 の 理学 的性質 〕
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層　 位 深　 さ 仮 比 重

三 相 分 布 P F l ．6 く 圃 場 容 水 量 P F 3 ．9 有 効 保 水

ガマ

Cm 土 水 空 気
の

大 孔 隙 ％ V O l ％
の 水 分

v o l ％

谷　 量

（ ミ リ ）

郡　 山 1 0 － 1 5 0 ．9 0 3 4 ．1 2 0 ．5 4 5 ．4 1 7 ．9 3 5 ．0 1 8 ．5 2 4 ．8

2 1 5 －3 0 1 ．0 3 3 8 ．7 3 9 ．9 2 1 ．4 1 7 ，3 4 3 ．6 2 0 ．8 3 4 ．2

3

4

5

3 0 －4 7

4 7 －6 0

6 0 －

1．1 9

1 ．6 9

1 ．5 2

4 3 ．2

6 5 ．5

5 9 ．7

4 0 ．7

3 6 ．6

3 9 ．3

1 6 ．1

1 ．0

8 ．1

0 ．1

2 ．3

最　 上 1 0 －1 7 0 ．6 7 2 7 ．5 4 1 ．7 3 0 ．8 1 8 ．9 4 6 ．3 2 2 ．4 4 0 ．6

2 1 7 －3 0 0 ．6 4 2 5 ．3 4 8 ．0 2 6 ．7 9 ．6 6 0 ．0 3 2 ．9 3 5 ．2

3 3 0 － 3 5 0 ．7 9 3 0 ．4 5 1 ．7 1 7 ．9 7 ．9

4 3 5 －7 4 1 ．0 9 4 1 ．2 4 7 ．2 1 1 ．6 4 ．2

豊　 島 1 0 － 1 6 0 ．8 3 3 4 ．2 4 8 ．5 1 7 ．2 1 4 ．5 5 2 ．0 2 6 ．9 4 0 ．1

2 1 6 － 2 1 0 ．8 2 3 2 ．4 5 2 ．5 1 5 ．2 6 ．0 5 8 ．7 3 4 ．2 1 2 ．3

3 2 1 －ヰ 5 0 ．8 2 3 1 ．2 4 9 ．0 1 9 ．8 1 0 ．6 5 6 ．6 3 8 ．5

4 4 5 － 1 ．1 1 4 0 ．7 5 3 ．5 6 ．0 3 ．4

古 間 木 1 0 － 1 5 0 ．7 2 2 8 ．7 4 2 ．4 2 8 ．9 1 8 ．6 3 7 ．9 1 6 ．6 3 2 ．0

2 1 5 － 2 5 0 ．8 0 3 1 ．5 4 8 ．5 2 0 ．0 1 1 ．1 5 1 ．3 2 2 ．4 2 8 ．9

3 2 5 －5 5 0 ．6 2 2 2 ，5 4 7 ．5 3 0 ．0 1 1 ．8 5 4 ．5 3 0 ．1

4 5 5 － 7 5 0 ．5 4 2 0 ．4 4 6 ．5 3 3 ．1 1 5 ．6

5 7 5 － 0 ．6 2 2 4 ．2 5 5 ．1 2 0 ，8 1 1 ．3

奥 中 山 1 0 － 1 0 0 ．6 4 2 5 ．4 3 6 ，4 3 8 ．2 1 4 ．4 4 3 ．5 1 9 ．6 2 3 ．9

2 1 0 －1 6 0 ．8 4 3 4 ．6 4 9 ．0 1 6 ．4 4 ．6 5 4 ．2 2 2 ．4 1 9 ．1

3 1 6 － 2 7 0 ．5 8 2 2 ．0 4 6 ．6 3 1 ．4 1 5 ．4 5 0 ．6 ・ 3 1 ．4 2 1 ユ

4 2 7 － 6 5 0 ．5 5 2 0 ．2 5 2 ．7 2 7 ．1 1 3 ．5

5 6 5 ・一月 0 1．0 7 3 8 ．4 4 9 ．9 1 1 ．7 7 ．4

6 8 0 － 1 ．2 5 4 4 ．5 4 5 ．1 1 0 ．5 5 ．9
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第3衰 〔試 験 地 土壌 の化 学 性質 〕

2 層 以下は著 しく舛 酸に欠乏 し、 また酸性 が頗 る強 く塩基 に乏 しい。

古間木 ：火山灰土壌 であ る。 2 層 が僅か にち密 であ るが他 は通気透水性極めて良好であ る。

燐酸吸収系教育 く有効態燐酸 に乏 しいが特 に 3 層以下 が著 しい。酸度は あまり高 くないが塩基量が梢

少い。

奥中山 ：火山灰土壌 であ る。 2 層 がや ゝち密 であ る。顧度 は低 いが 2・3 層 はP H のわ りに塩基畳が少

く飽 和度は低 い。燐 酸吸収系数は高 く有効態癖酸に乏 しい。

中型 トラ ク タ ー プ ラ ウ デ ィス ク′、ロ ーの作業 システ ムでは 、 3 0（調軽 度 の耕 起 は容易 であ るが、

砕土 は表層 1 0 －1 5 cm以下には及 ばない。模式的 に画 くと第 2 図の如 く、作土直下の や ゝち密 な土壊

が砕土の深 さより下に大土塊 の まゝ残 され るた めに、この部位 はち密 な土塊 と砕かれた作土が混在 レ鮮

造が不均一 であ るだ けでな く、化学性 も不均一 で特 に改良費材加用区 ではそれが甚 だし く遍在す ること

がうかがわれ る。普通耕 区の作土直下の部 位と深耕 区のそれに相 当する部 位の三相分布及大孔 婿量 は第

4 表の如 くであり、郡山 、豊島 、奥 中山では固相 が減 じ、孔除が増加 したが他では明瞭でない。

同様に耕起 された土層 を上 下に 2 分（普通耕 で吐作土 と作土 直下の部位 ）して採取 した試料について

層　 位

深　 さ P H 置 換 酸 度 塩 基 置

容

置 換 性

塩 基

塩 基

飽 和 度

有 効 態

燐 酸

燐　 酸

C 7花
（k c l ） y m ．e m ．e ％ 椚ダ 吸 収 系 数

郡　 山 1 0 － 1 5 4 ．1 1 7 ．0 3 1 ．4 4 ．7 5 1 5 ．2 1 1 ．4 0 9 8 0

2 1 5 －3 0 4 ．2 1 7 ．2 2 9 ．2
－　 3 ．7 2

1 2 ．8 1 1 ．8 4 9 2 0

最　 上 1 0 －1 7 4 ．4 0 ．9 5 0 ．5 2 0 ．4 3 4 0 ．5 3 ．6 6 1 8 5 0

2 1 7 －3 0 4 ．1 1 4 ．2 4 8 ．8 5 ．2 7 1 0 ．8 1 ．0 7 2 2 3 0

豊　 島 1 0 －1 6 4 ．2 1 2 ．0 3 8 ．2 6 ．4 4 1 6 ．9 2 ．0 6 2 1 3 0

2 1 6 － 2 1 4 ．3 1 3 ．9 4 2 ．2 6 ．1 3 1 4 ．5 0 ．8 2 1 8 1 0

3 2 1 －4 5 4 ．2 1 6 ．3 3 9 ．3 2 ．8 9 7 ．4 0 ．8 2 2 3 0 0

古 間 木 1 0 － 1 5 4 ．5 2 ．4 2 3 ．9 7 ．6 4 3 2 ．0 1 ．3 7 1 9 1 0

2 1 5 －2 5 4 ．4 3 ．5 2 4 ．4 6 ．6 9 2 7 ．4 1 ．1 4 2 0 8 0

3 2 5 － 5 5 5 ．1 0 ．3 1 5 ．2 7 ．6 1 5 0 ．1 0 ．6 9 2 3 9 0

奥 中 山

∫

1 0 －1 0 5 ．0 0 ．6 2 7 ．3 臥 4 5 3 0 ，9 0 ．5 3 1 8 3 0

2 1 0 －1 6 5 ．1 0 ．7 3 0 ．0 5 ．8 4 1 9 ．5 1 ．3 7 1 8 9 0

3 1 6 「2 7 6 ．0 0 ．6 2 3 ．1 4 ．9 8 2 1 ．6 0 ．3 4 2 1 1 0
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第2 図 （耕起砕土の状態 ）

耕土 と九れ こ扶 つた土 塊

卜如 凍と

押上 の フ果 己

置換性 C a 、M g 及 び 2・5 ％酷 酸可溶燐酸 の量を調べ

た。これ らの値 も土壌 の反転或 いは土塊 の砕 け方 によ

つて具 り、採取試料の反覆 回数が少 いので明確な結果

は得 られ なか つた が大略次 の様な傾向が指摘 された。

深耕 区は C a 及 M g の分布が一般 に平均化 きれ る。

従って表層 が塩基 に喜んでいて も下層土の それが乏 し

ければ深耕の結果表層の塩基 は少 くなる。

燐酸 も．塩基と同様の傾向を示 し、深耕 では表層 が著

しく稀薄 とな る倒 が多か った 。

改艮資材を投入 した区 はいづれ も燐酸・塩基 と もに増加 したが、この軽度（ 熔燐 1 0 0 Ⅹダ／ 1 0 a ）

では顧著 な増加は認 め られず 、土壌改長のためには不足の よ うに思われた 。

第 4 表 〔深 耕 に よ る三 相 分 布 、大 孔 隙 の 変 化 〕

（普通耕作土虐下の部位 ）

馬鈴薯の生 育は期間を通 じて普通耕 と深耕 では大差 がな く、深耕土壌改良区 は他 の 2 処 理 よ り良好で

あつた。薯収 量を処 理群別の平均値の指数で示す と第 5衰 の如 くで あつて、 これ らの土壌 では改良資材

の効果 が大 き く又堆肥及多肥の効果 も高い ことが霞め られたが単 なる深耕は効果 が熟め られ なか つた 。

叉 、石膏 ブ ロック電気境抗法 て作物生育期間中の土壌水分の変化 を測定 した が、馬鈴薯 では何れ にお

いて も深 さ 4 0 cmで は乾燥 が熟め られ なか つた。郡山 ては約 2 週間の寡雨期間 を経て 2 0 c潤までが急速

に乾燥 した が処理間に差 はなか つた。

豊島 では収 量の高か った区 が深 く且著 しく乾 いた 。古 間木 、奥 中山 では表層 より次第 に乾燥 して下層 に ミ
ー
ヨ
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大 孔 隙 量

郡　 山 普 通 耕 ： 3 4 ．4 3 5 ．8 2 9 ．8 1 8 ．6

深　 耕 3 0 ．0 3 2 ．9 3 7 ．3 2 6 ．2

最　 上 普 通 耕 2 5．8 5 0 ．3 2 3 ．8 1 0 ．9

深　 耕 2 6．3 4 8 ．2 2 5 ．5 1 2 ．5

豊　 島 普 通 耕 3 0．3 ′ 5 5 ．9 1 3 ．9 4 ．3

深　 耕 2 8 ．4 4 6 ．6 2 5 ．0 1 4 ．3

古 間 木 普 通 耕 2 6．7 4 3 ．8 2 9 ．8 1 0 ．9

深　 耕 2 5．7 4 5 ．1 2 9 ．3 8 ．9

奥 中 山 普 通 耕 2 5．9 4 5 ．7 2 8 ．4 8 ．6

深　 耕 2 3．0 4 2 ．7 3 4 ．2 1 4 ．1
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第5 表 〔馬 鈴 薯の 薯 収 量 指 数〕

及んだ が改 良資 材 の入 つた 区は 2 0 c訊の乾 き始 め るの が他 の区 よ り早 か つた 。

小麦 では 1 9 6 1 年 は出穂前後 よ り6 月中旬 に至 る間の降水量が棲 めて少 くどの試験 地 で も乾炊 が深

められ、表 層 1 0 cm程 度 までは しば しば萎 凋点水分 に達 した。叉 2 0 仰 が乾 き始めて約 1 0 日後 に 4 0

珊ほ き始 め、試験地に よつては乾燥の程度はかな り若 しか つた。而 して乾燥 して行 く傾 向及程度 に処

理間の差は余 り明確 でなか つた○

以上の結果か ら、 これ ら5 試験地では単 な る深耕 に より作土直下の土層を破砕塘乱 し、作土と浪合す

ることは 、ち密度 を減 じ孔 隋 量 を増 す こと に な るが、本 来 それ らの土壌 断 面に示 され る構 造、 ち密 度の

軽度 ではその意義が乏 し く改善 の必要 性は少 い○特に小麦 で 4 0 c仰の深 さまで乾燥 し、且処理間に差の

認め られ なか つた こ とは 3 0 － 4 0 cm ま での土 層 が機 械 的 な改 良を 必 要 とす るは ど板 の展 開 を妨 げ る状

態でなかつた ことを示 してい る。一方塩凱 燐 酸等 に関す る下層土 の不良要 素を作土 に混入 す るため負

の効 果 を もた らす こ とが あ り、 これ らの不 良要 素 を 消去 す るた め －こ刀口え られ た土壌 改 良 費 材 の効果 は大

き く、こ ゝでは深耕 は これらの資材を鋤込 む手段 としての意義が大 きい。改良費材鋤込の結果古間木 、

奥中山の馬鈴 薯で 2 0 c椛の土 壌 水分 が他 の区 より早 く乾 き始めた ことはこの部 位の水 の利用性を高 め有

効水 を多 くした ことを 意味 す る。水 につ いて は降水 によ る補 給 と作 物 に よ る消費量 とその 時期 的分 布 に

っいて考 慮 しな けれ ば な らな い 。 た と えば牧 草 は脚 巴改善 に よ り大 巾 な収 量増 が期待 きれ る反 面生 育

旺盛 な 5，6 月には降雨 が少 く収 量が水 に制限 され る場合 が少 くな い。岩手県九戸地方では 5 月の降水量

は平 年 で 7 0 荊刀程 度 で あ るが 1 9 6 1 年 は平 年値 功 イで 4 月下旬 よ り 6 月 中旬 にか けて著 し く乾燥 した 。
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第3 図 牧草畑の土壌水分
の垂直分布

6 月 1 7 日に調査 した ラ ヂノ ク ロノく－を主体 と した牧草 畑 の士 魂 水分垂

直分布は第 3 医Ⅰの如 くであつて牧草畑 は表層特 Fこ0 － 1 5 cm が著 しく乾

いてガ り、 1 蕃 刈後 の生 育 は追 肥 が施 きれた の に もか ゝわ らず纏 め て貧

弱であ つた 。 しか も 4 0 c爪以 下 の土 j尭水 分 は あ ま り失 わ れ て いなか つた 。

っま り 0 － 4 0 仰 の有 効 保水 容 量 が生 産を規 制 して いた こ とにな る。下

層の水 を利用 しうる土壌条件を作 ること（ 下層 で容量を確保 する。 ）が

なければ寡雨年には現在以上の収量 は期待出来 ない。機械力 によ る深耕

と改 長 資材 の鋤 込 は その よ うな土壌 条件 を 作 る最 も有効 な手段 で あ ると

深 耕 ／軒 亙耕 堆 肥／無準肥 多 肥／傾 肥 土壌改良資材／無

郡　 山 1 0 0 1 1 3 1 0 9 1 2 0

最　 上 9 8 1 0 3 1 0 5 1 0 6

豊　 島 9　 7 1 0 6 1 0 8 1 2 8

古 間木 9 9 1 1 3 1 0 4 －1 2 6

奥中山 9 2 1 1 4 1 1 0 1 0 3
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云い得 る。




